
おしゃべりひめは、もう

がまんしきれなくなっ

て ふきだしました お、 。「

ほほ。ああ、おかしい、

おかしい。なんておかし

いことばでしょう」おし

ゃべりひめが、こういい

ますと、かえるたちは、

びっくりしたらしくみん

な、かおをみあわせまし

たが、やがてまた、まえ

よりも、いっそうはげし

く、おしゃべりひめにし



ゃべりかけました 「ぐ。

、 」「 、 、る ぐる くろ くろ

ぷりい、ぷりい」と、い

いながら、われもわれも

と、おしゃべりひめをの

ぞきこみます 「ははは。

あたしのかおが、なんで

そんなにめずらしいの。

めだまばかり、きょろき

ょろさせて 「つららろ」

つららろ 「ははは。ほ」

ほほ。あたし、いやよ、

そんなに、のぞいちゃ。



あれ、つめたい。きもち

のわるい。さわっちゃい

けない。きたならしいじ

ゃないの 「だれいけ、」

だれいけ 「ころろ、げ」

ろろ」と、いううちに、

あとからあとから、のぞ

きこんできます。しまい

には、うえからうえに、

かさなりあって、ひめの

べっどのうえまで、とび

あがってきて、われもわ

れもと、しゃべります。



おしゃべりひめは、これ

はたまらぬと、はねおき

て、いりぐちから、にげ

だそうとしましたが、か

んごふのあおがえるが、

りょうほうから、かじり

ついて、は


